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再
発
見
・
牛
久 

第
十
四
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

重
成
の
妻
と
長
男
隠い
ん
せ
い棲

の
地

　

―

琵
琶
湖
湖
西
の
近
江
国

　
　

高
島
郡
小
川
村（
現
滋
賀
県
高
島
市
）―

　

重
成
は
、
慶
長
19
年（
１
６
１
４
年
）

の
大
坂
冬
の
陣
で
、
豊
臣
軍
を
代
表
す

る
武
将
と
し
て
勇
猛
に
戦
い
、
ま
た
秀

頼
の
正
使
の
立
場
で
、
徳
川
第
２
代
将

軍
秀
忠
と
講
和
の
誓
紙
を
交
わ
し
た
。

翌
年
の
夏
の
陣
で
は
、
５
月
６
日
に
、

大
坂
城
外
東
２
里
余
り
の
若
江
に
お
い

て
、
徳
川
方
の
井
伊（
子
孫
に
大
老
の
直

弼
が
い
る
）隊
に
属
し
て
い
た
山
口
重
政

（
初
代
の
牛
久
藩
主
）
の
子
重
信
を
槍
で

討
ち
取
り
、
み
ず
か
ら
は
井
伊
家
家
中

の
安
藤
長
三
郎
重
勝
に
よ
っ
て
壮
絶
な

最
期
を
遂
げ
た
。

　

重
成
は
、
大
坂
城
下
の
侍
屋
敷
の
一

郭
で
、
18
歳
に
な
る
妻
と
世
帯
を
持
ち
、

男
の
子
を
も
う
け
て
い
た
。
妻
は
、
豊

臣
家
家
臣（
大
坂
七
組
組
頭
）
真ま

の野
頼よ
り
か
ね包

の
女
む
す
め

で
、
夫
を
後
顧
の
憂
い
な
く
修
羅

の
戦
場
に
赴
お
も
む

か
せ
た
良
妻
の
鑑
か
が
み

と
称
さ

れ
た
。
重
成
討
死
後
、
妻
と
子
は
近
江

国
高
島
郡
小
川
村（
滋
賀
県
高
島
郡
の
旧

安あ

ど

が

わ

曇
川
町
。
現
高
島
市
）に
隠
棲
し
た
。

　

重
成
の
子
孫
・
賢よ
し
ず
み澄

　
　

牛
久
藩
主
山
口
家
へ
仕
官

　
　

―

因
縁
浅
か
ら
ぬ
山
口
家
と
木
村
家―

　

先
に
記
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
牛

久
藩
の
初
代
藩
主
は
山
口
重
政
で
、
子

の
重
信
が
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
、
木

村
重
成
の
槍
先
に
か
か
っ
て
最
期
を
遂

げ
て
お
り
、
山
口
家
と
木
村
家
に
は
因

縁
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
８
０
年
余
後
に
、
縁

あ
っ
て
牛
久
藩
の
第
８
代
藩
主
山
口

弘ひ
ろ
む
ね致

が
、
木
村
重
成
の
子
孫
・
賢
澄
を

禄
高
70
石
取
り
藩
士
と
し
て
召
し
抱
え

る
こ
と
に
な
っ
た（
当
時
の
江
戸
幕
府
の

将
軍
は
第
11
代
の
家い
え
な
り斉
で
あ
っ
た
。
牛

久
藩
主
弘
致
は
、
天
明
７
年＜

１
７
８
７

年＞

よ
り
文
政
12
年＜

１
８
２
９
年＞

ま
で
の
42
年
間
在
職
し
た
）。

　

そ
の
際
、
弘
致
よ
り
賢
澄
に
対
し
、　

「
わ
が
先
祖
が
木
村
長
門
守
の
槍
先
に
か

各時代の歴史よりこぼれ話
木
村
長
門
守
重
成
の
子
孫
が

　

牛
久
藩
第
８
代
藩
主
山
口
弘
致
に

　
　
　
　
　
　
　

召
し
抱
え
ら
れ
る

―

苗
字
の
木
村
を
小
川
に
改
め
る―

隅
す み だ

立て四
よ

つ目
め

結
ゆいもん

紋。

佐々木家および一門

の木村家（小川家）、

さらに六角、京
きょうごく

極、

朽
く つ き

木など各家が家紋

に用いた。「結
ゆ

い目
め

」の数は1目
もく

から16

目
もく

まであり、それを丸に陰、陰丸輪、

総陰丸で囲んだ家紋もある。結い目

は、家と家を、人と人を結びあるも

のとされ、「目結紋」を用いる一門の

結束を願ったものだ。

か
っ
て
最
期
を
遂
げ
た
と
い
う
因
縁
も

あ
り
、
木
村
の
苗
字
で
は
面
白
く
な
い
。

…
ま
た
血
気
に
逸は
や

る
若
侍
た
ち
が
い
つ

何
時
間
違
い
で
も
起
こ
し
て
は
大
変
面

倒
…
」

　

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
苗
字
の
木
村

を
適
当
な
も
の
に
改
め
る
よ
う
に
と
命

じ
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
賢
澄
は
、
近
江
国
高
島
郡
の

居
住
地
小
川
村
に
ち
な
ん
だ
苗
字「
小

川
」に
改
め
た
。

　

賢
澄
か
ら
賢
秋
を
へ
、
賢
勝
の
代
で

小
川
家
は
、
明
治
４
年（
１
８
７
１
年
）

の
廃
藩
置
県
の
た
め
河
内
郡
城
中
村（
現

城
中
町
）に
帰
農
す
る
。

山
口
重
政	

重
信（
大
坂
夏
の
陣
で
木
村
重
成
に
よ
っ
て
討
死
）

		


弘
隆	

重
定	

弘
豊

	

弘
長	

弘
道	

弘ひ
ろ
ち
か務	

弘ひ
ろ
む
ね致（

小
川
賢
澄
を

	

召
し
抱
え
る
）	

弘ひ
ろ
く
に封	

弘ひ
ろ
た
か毅

	

弘
ひ
ろ
あ
き
ら敞	

弘ひ
ろ
よ
し達

佐
々
木　
　

数
代
略	

季
定

			




●
木
村
を
名
乗
る

			




行
定	

数
代
略

	
重し

げ
こ
れ茲	

重し
げ
な
り成（
大
坂
夏
の
陣
で
討
死
）

	

賢よ
し
ず
み澄（
牛
久
藩
主
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
）	

賢よ
し
あ
き秋

	

●
小
川
を
名
乗
る

	

賢よ
し
か
つ勝（

廃
藩
置
県
の
た
め
帰
農
す
る
）	

茂
吉（
芋
銭
）

牛久藩歴代藩主小川家略系図

小
川（
芋
銭
）家
系
譜
⑦

佐
々
木
‐
木
村
‐
小
川
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数
代
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